
なんしょん
第４９回あじストーンフェア２０１９に向けて

春の数字語呂合わせ

デザイン墓石カタログ作成中！

おススメ！お出かけスポット（大塚国際美術館編）
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編集後記
４月１日に元号が発表されました。

『令和（れいわ）』です。前号のなんしょんで

全社員で予想しましたが、誰も当らず、テレビ

等でも当たった人は皆無のようです。しかし

ながら自分の名前も『れい』なので、親しみが

沸きました。私は昭和生まれですが、平成を

迎えたときは５歳でした。その時の記憶は全然

ありませんが、令和の時代をを迎えられること

をいろんなことに感謝していきたいと思います。
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庵治町に行くと石屋さんがトラックや自家用車のナンバーを数字の語呂合わせで「１４８　いしや」

とか「１４８３　いしやさん」にしているのをよく見かけます。

そこで春にちなんだ数字の語呂合わせを考えてみました。

７８７（菜の花）　　　９６８（クローバー）　　　７２７（なずな）

２９４（つくし）　　　５２４（こぶし）　　　１０１０６４（てんとう虫）

８７３２１５４（花見に行こうよ）　　　８７５４３（はなごよみ：花暦）

１４３１９（石細工）　　　０３７７２３（幼なじみ）

５５６２９４（心づくし）　　３７３４６４９（みなさんよろしく）

８３４１４９３（やさしいしぐさ・優しい仕草）

３１０５５６（里ごころ）　　９３２３（くさつみ・草摘み）

いくつか春に関係ない感じの語呂もありますが、、、（汗）

春の穏やかな今日この語呂？頭の体操になりますよ！

今年で 49 回目となるあじストーンフェアは、『MISSION   IN   AJI　ストーンフェアを体感せよ！』をテーマに

出展各社による魅力ある展示の数々をご覧いただけます。弊社におきましては、『出展物を通じてお客様に有益

となる情報発信を行う』をテーマに取り組んでいます。彫刻品コーナーでは、昨年ご好評だった神野淳平氏の

『ほほ笑み地蔵彫刻シリーズ』を出展致します。新作も製作中ですので、どうぞ楽しみにお待ちください。

また、この他の展示品も着々と準備を進めておりますので、是非、展示会場へと足をお運びください。

営業卸部門　甲佐

一日一麺

昨年 11 月に弊社研修旅行で徳島県を訪問したことは、前号「なんしょん」の記事でご紹介させて頂きましたが、その際

訪れた鳴門市の大塚国際美術館は大変魅力的で、個人的にもう少し観たいという思いがあり、２月某日、家族を連れて

再度訪問しました。昨年末のNHK紅白歌合戦で、歌手の米津玄師さんが館内のシスティーナホールで歌を披露したこと

もあり、前回訪問時の数倍の入場者数でした。前回廻り切れなかった所を含め、約 4時間くまなく廻りました。ここの

魅力は日本最大級（国立美術館に次ぐ日本第２位の面積）で、順路をすべて回ると約 4キロの距離になる圧巻の規模です。

しかし、その距離を感じさせない面白い展示方法、また、私のような素人でも知っている世界の名画が 1,000 点余り展示

されています。複写とはいえ本物と遜色なく、写真撮影も可能でインスタ映えスポットだそうです。入場料金は少々お高

い（大人 1人 3,240 円）ものの、行く価値はあると思います。また、鳴門の渦潮そばのロケーションも最高で、皆様にも

オススメの場所です！行かれた際は少し足を伸ばして、香川県でうどんでもどうぞ！「一日一麺」記事参照！

開催日時：６月８日（土）午前９時～午後５時

　　　　　６月９日（日）午前９時～午後４時

開催会場：サンメッセ香川（香川県高松市林町２２１７－１

　　　　　　　　　　　　　香川インテリジェントパーク内）

【ばんざい型】 【たまもち型】 【おじぎ型】 【新作制作中】

現在、弊社オリジナルのデザイン墓石カタログを作成中です。

お客様のニーズに合った数多くのデザイン、また弊社 CADとリンクして、お客様の敷地に

マッチしたサイズに図面化するためのお手伝いをさせて頂けるような内容になっております。

完成後、お客様のお手元に順次お届けしてまいります。

尚、「あじストーンフェア２０１９」のブースでも配布を致しますので、是非ご来場の際には

お立ち寄りください。

大塚国際美術館外観

条件付きで写真撮影可能です

システィーナ・ホール

は圧巻

高松市牟礼町にある「さぬき麺児」

の肉うどん（小）、とり天、あなご

天。肉うどんは麺が見えないほど

の肉の量が圧巻で、（小）でもこの

ボリューム。

しかも出汁も美味です。

そして私のお気に入りは天ぷら。

衣のサクサク感が最高です。

一度ご賞味あれ。

カタログ表紙


